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論文内容の要 J:::. Fヨ
動
細菌による αーアミラーゼ生産は Boidin ら以来，詳しく研究されているが，その速度論的特性を
生理学的に説明する試みは未だ成功していなし可。すなわち， “differential" 酵素合成においては菌体
と酵素の合成速度は比例するが，細菌の αーアミラーゼ生産は“preferential" であり， 細胞増殖の
最盛期をすぎても最も盛んに行なわれ，増殖が衰えても生産が継続される。本論文はその原因を生理
学的に追求し，得られた結論から導かれた速度式が培養経過をよく説明することを証明したものであ
る。
第 1 章 αーアミラーゼ生産の生理学的解明
Bacillus subtilis のロイシン要求株およびウラシノレ要求株を分離し，それを用いて以下の実験結果
が得られた。
B. subti1is の αーアミラーゼ生産を actinomycin D 添加，またはウラシノレ要求株をウラシル欠
培地で培養する乙とにより RNA 合成を特異的に停止させると細胞増殖， アルカリホスファターゼ
の合成は阻止されるが， αーアミラーゼ合成は停止されず一定の合成速度が維持され続ける。 同調培
養においてアノレカリホスファターゼは段階的に合成されるが α『アミラーゼは連続的に合成される。
ペプチド合成を，アミノ酸アナログの添加，蛋白合成阻害剤の添加，またはロイシン要求株をロイ
シン欠培地で培養することにより阻害すると αーアミラーゼ合成は増殖と同様に阻害される。
Actinomycin D の添加および無添加培養で合成された αーアミラーゼ蛋白は同じ比活性の Cl4ー
ロイシンのとり乙みを示した。
以上の結果は αーアミラーゼの“preferential" 合成の主要因はペプチド合成の段階ではなく， そ
の mRNA の安定性にある乙とを示している。
第 2 章 αーアミラーゼ生産の速度論的解析
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上の結論にもとづき mRNA の合成と崩壊の機構を仮定し次の式を導いた。
ーヤf:。内dt+b If:oekt(主)州十ε。
E=f:orkE × Modsμdt + b]f:o ?t (主)dt] +eoldt+Eo 
X: 細胞増殖量 E: 酵素生産量 t :培養時間
k: mRNA の崩壊定数 a , b :定数
1 dX J.~nl-. ~ rr. L>L T'-f-o'-l_....... 1 dE -_・一一・細胞の比増殖速度 e=-:;;-;:O -.-_ :酵素の比生産速度X- dt ・ 一玄 O (ft
eo, to :μ=μmax のときの e および t の値
乙の式は B. subtilis および B. amylosolvens の培養経過とよく一致し， 異った培養条件下す
なわち異った基質濃度や培義組度での培養経過と良好な適合性を示すことを実証した。
論文の審査結果の要旨
本論文は細菌 αーアミラーゼ、の preferential 型生産の要因を追求し， 増殖と生産との関係を特徴
づける要因は主として対応 mRNA の高い安定性によることを， 積々の角度から明らかにし， 乙の
mRNA の生産，崩壊ならびに比増殖速度とE相関する生産抑制を考慮して， 一つの生産速度式を導
き，その適合性を種々の培養条件において確かめたもので，醗酵生理学ならびに培養工学に貢献する
ととろ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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